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・不良対策の立案時、チャージ番号、枠順、出湯温度等の
鋳込み実績の確認に多くの時間を要している。

・記録用紙からデジタルデータへ転記する際に、
入力ミス or 文字の認識ミスが発生するリスクがある。

・記録者&入力者の作業負荷を考慮している為、項目数が制限され、
詳細なデータまでは記録＆デジタル化できていない。

テーマ2

鋳込み実績の見える化

解決したい課題

生産性を改善したい 品質を改善したい



改善前の状況

注湯実績の内容は
手書きにて記入し、
その後 PCを使用し、
社内サーバーに
登録。
注湯に関する全て
の情報までは
デジタル化できて
いない
その結果。。。

・不良対策の立案時、チャージ番号、枠順、出湯温度等の
鋳込み実績の確認に多くの時間を要している。

・記録用紙からデジタルデータへ転記する際に、
入力ミス or 文字の認識ミスが発生するリスクがある。

・記録者&入力者の作業負荷を考慮している為、項目数が制限され、
詳細なデータまでは記録＆デジタル化できていない。



社内アプリ

対策のシステム構成

クラウド
サーバー

閲覧

製造現場

注湯

注湯データ

注湯
データ

注湯
データ

鋳込み実績を記録する社内アプリケーションを作成し、
出湯温度等の鋳込み実績の把握を容易にする。



クラウドDBでの
リアルタイム管理

実績の登録 クラウドDB 共有

実績の記録

改善前

回収 実績の登録

登録までに
時間を要する

改善後

従来の作業からの変化



実績の記録

枠順

溶湯温度

作業担当者

鋳込み実績一覧

備考

このアプリケーション作成に必要な機能

フォーム

テキスト

テキスト

コンボボックス

ギャラリー

テキスト

ローコードの標準機能で対応可能



作成したアプリケーション詳細

※このアプリケーションは、取り組み開始時点で、
『プログラミング経験ゼロ』のメンバー達が
作成したアプリケーションです。

※内製する事によって、
『自社の課題解決に適した機能』を
備える事が出来きます



トップページ

内製のため、必要最低限の機能からでも
アプリケーションの作成が可能

1
2



内製のため、追加費用なく必要に応じて
自由に機能を追加していく事が可能



１：注入実績登録画面

製品情報、チャージNo、枠順、作業者等の
注入実績に関する情報を登録する事が可能



２：チャージ情報登録画面

注湯温度等のチャージ関連情報を登録



連続で注湯する際
全枠の溶湯温度を
測定する事は困難

1枠目の溶湯温度を入力すると、過去の
温度ドロップ情報を元に、その他の枠
の溶湯温度がDB上では自動計算される



・不良対策の立案時、チャージ番号、枠順、出湯温度等
の鋳込み実績の確認に多くの時間を要している。

・記録用紙からデジタルデータへ転記する際に、
入力ミス or 文字の認識ミスが発生するリスクがある。

・記録者&入力者の作業負荷を考慮している為、項目数が少なく、
詳細なデータまでは記録できていない。

解決したい課題

導入結果

導入結果

・鋳込み実績をクラウド経由で登録し、共有する事で、
鋳込み実績の確認に要する時間を大幅に削減する事が可能となった。

・データ転記時に発生するミスのリスク削減に成功。
・タッチパネルで簡単に入力作業が行える為、項目数を増やし、
詳細なデータを記録する事が可能となった。



まとめ



※これまでに記載したアプリケーションは、あくまで一例であり、
既存の帳票記載データがデジタルデータ化される事によって、
様々な改善に向けた取り組みが可能となる。

データ取得
↓

見える化
↓

最適化検討

今回アプリケーションの開発を担当した方々は、皆プログラミング
経験なしの状態から、この取り組みをスタートした。
ローコード等の『誰でも開発できる環境』を活用する事で、
ITエンジニア不在でも
IoTによりデジタルデータを取得＆収集する事が可能である。

帳票類のIoT

これらのフローで
改善は進み出す。
そして、これらが
DX実現への1歩となる。
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